
て ん り 市 議 会 だ よ り

2018年12月１日号　No.86 　 ９月定例会の内容をお伝えします。
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今回の定例会

※題字については、第60回天理市展において議会議長賞を受賞された西田理恵さんにお書きいただきました。
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議員研修会

 平成30年11月９日、同志社大学大学院　総合政策
科学研究科教授　新川達郎 氏を講師として、議員研
修会を開催しました。

～ 広域連携と圏域マネジメント ～

山辺・県北西部広域環境衛生組合

　奈良県下の10市町村でごみ処理施設の設
置及び運営等を共同して行うことを目的と
して設立した一部事務組合。
　当組合では、環境面に最大限の配慮をし
た安全で安心なごみ施設を建設し、平成35
年度中の本格稼動に向け、事業を進めてい
る。

大和まほろば広域定住自立圏

　定住自立圏構想とは、人口減少社会の到
来や少子化・高齢化の進行等の社会背景を
踏まえ、「中心市」と「近隣市町村」が、
相互に役割を分担し、連携・協力すること
により、圏域全体で必要な生活機能を確保
し、地方圏への人口定住を促進する自治体
間連携の新たな取り組み。

●構成団体
　大和高田市、 天理市
　山添村、 三郷町
　安堵町、 川西町
　三宅町、 広陵町
　上牧町、 河合町

●構成団体
　天理市（中心市）
　山添村
　川西町
　三宅町
　田原本町

天理市の広域連携の取組

研修概要

　・これからの基礎自治体の課題

　・大都市圏における基礎自治体水平連携の課題

　・広域連携制度による対応

　・31次地方制度調査会答申三大都市圏市町村連携

　・これからの基礎自治体広域連携のかたち
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こんなことを話し合いました
平成30年９月定例会

開
会
日(

９
月
３
日)

市
長
提
案

再
開
日(

９
月
５
日)

委
員
会
付
託

再
開
日(

９
月
18
日)

一
般
質
問

最
終
日(

９
月
21
日)

採
　
決

●
会
期
の
決
定

　
会
期
を
９
月
25
日
ま
で
の
23
日

　
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
状
の
伝
達

　
県
市
議
会
議
長
会

・
20
年
以
上
の
在
職
議
員

　
今
西
康
世 
議
員

・
15
年
以
上
の
在
職
議
員

　
東
田
匡
弘 

議
員

　
大
橋
基
之 

議
員

●
監
査
報
告

　
監
査
委
員
よ
り
４
件
の
監
査
報

　
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
報
告

　
報
告
２
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

　
ど
お
り
了
承
し
ま
し
た
。

●
承
認
案

　
承
認
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原

　
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

●
提
案
説
明

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
11
議
案

　
及
び
８
認
定
案
に
つ
い
て
、
市

　
長
等
よ
り
提
案
説
明
が
行
わ
れ

　
ま
し
た
。

●
委
員
会
付
託

　
上
程
さ
れ
た
11
議
案
を
各
常
任

　
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
す
る

　
と
と
も
に
、
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
は
、
荻
原
議
員
か
ら
の
議
案

　
質
疑
の
後
、
決
算
特
別
委
員
会

　
を
設
置
し
て
付
託
し
、
審
査
す

　
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
ほ
か
　
計
５
議
案
を
付
託

経
済
産
業
委
員
会

・
企
業
立
地
支
援
条
例
の
一
部
改

　
正

　
　
　
ほ
か
　
計
２
議
案
を
付
託

総
務
財
政
委
員
会

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
ほ
か
　
計
４
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

・
一
般
会
計
決
算
認
定

　
　
ほ
か
　
計
８
認
定
案
を
付
託

※
委
員
会
審
査
の
概
要
に
つ
い
て

　
は
、
４
〜
10
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。

●
一
般
質
問

　
・
荻
原
　
文
明
　
議
員

　
・
仲
西
　
　
敏
　
議
員

　
・
寺
井
　
正
則
　
議
員

　
・
今
西
　
康
世
　
議
員

　
・
鳥
山
　
淳
一
　
議
員

※
11
〜
13
Ｐ
に
要
旨
を
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

●
人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
諮
問

　
案
及
び
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
の
同
意
案
が
上
程
さ
れ
、

　
原
案
ど
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
委
員
長
報
告

　
所
管
常
任
委
員
会
及
び
決
算
特

　
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

　
11
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
、
各
委
員
長
よ
り
、
審
査
の

　
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
が
あ

　
り
ま
し
た
。

●
採
決

　
11
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

　
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

●
意
見
書

　
意
見
書
１
件
に
つ
い
て
、
提
案

　
者
の
説
明
が
あ
り
、
荻
原
議
員

　
か
ら
の
反
対
討
論
の
後
、
採
決

　
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

　
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
14
Ｐ

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会

９月７日

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
４
７
３
万

６
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
の
決
算
額
の
確
定
に
よ

　
る
、
介
護
保
険
給
付
費
準
備

　
基
金
へ
余
剰
金
の
積
み
立
て

・
介
護
給
付
費
等
の
精
算
確
定

　
に
よ
る
返
納
金

・
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

○
歳
入
の
主
な
内
容

・
平
成
29
年
度
地
域
支
援
事
業

　
支
援
交
付
金
確
定
に
伴
う
支

　
払
基
金
交
付
金
の
追
加

・
歳
入
歳
出
差
引
残
額
確
定
に

　
伴
う
繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　
平
成
29
年
度
事
業
費
の
確
定

に
よ
る
繰
越
金
の
増
額
及
び
広

域
連
合
負
担
金
の
確
定
等
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
３
万

７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
７
億
６
２
５
３
万
７
千

円
と
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育

事
業
者
等
に
関
し
て
、
代
替
保

育
に
係
る
連
携
施
設
の
確
保
の

特
例
、
食
事
の
提
供
に
係
る
搬

入
事
業
者
の
特
例
及
び
食
事
の

提
供
に
係
る
基
準
の
経
過
措
置

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
更
新
研
修
の
受
講
に
係
る

経
過
措
置
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
史
跡
西
乗
鞍
古
墳
の
公
有
化

の
た
め
、
天
理
市
杣
之
内
町
元

山
口
方
１
０
２
番
１
　
外
７
筆

を
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
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●
寺
井
委
員
長

Ｑ
　
高
齢
者
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

全
国
で
５
１
１
５
億
円
の
医
療
費

削
減
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

本
市
の
場
合
は
、
ど
れ
く
ら
い
の

効
果
が
あ
る
の
か
。

Ａ
　
肺
炎
関
連
の
医
療
費
が
外
来

医
療
費
及
び
入
院
医
療
費
と
し
て

７
７
４
万
５
５
６
０
円
削
減
さ
れ
、

ワ
ク
チ
ン
の
委
託
料
を
差
し
引
く

と
、
２
８
７
万
８
０
６
０
円
削
減

さ
れ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
る
。

︵
健
康
推
進
課
主
幹
︶

Ｑ
　
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
が
平
成
26
年
か
ら

５
年
間
実
施
さ
れ
た
が
、
１
度
も

助
成
制
度
を
利
用
し
た
こ
と
の
な

い
高
齢
者
へ
の
救
済
措
置
を
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
。

Ａ
　
そ
の
効
果
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
他
市
の
動
向
や
本
市
の
財

政
状
況
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
救

済
措
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

︵
健
康
推
進
課
主
幹
︶

●
仲
西
敏
副
委
員
長

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制

度
に
つ
い
て
地
教
行
法
が
改
正
さ

れ
た
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
２
０
２
０
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
目
指
す
。

本
年
４
月
に
設
置
要
綱
を
制
定
し
、

５
月
第
１
回
導
入
会
議
を
開
催
し

た
。
市
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置

に
関
す
る
規
則
を
来
年
度
中
に
制

定
す
る
。
規
則
で
守
秘
義
務
も
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。

︵
ま
な
び
推
進
課
付
課
長
︶

Ｑ
　
昨
年
の
12
月
中
教
審
の
中
間

ま
と
め
で
、
教
師
が
担
う
業
務
の

適
正
化
等
の
具
体
的
方
策
が
示
さ

れ
た
。
本
年
２
月
文
科
省
の
通
知

を
受
け
、
本
市
は
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

Ａ
　
週
１
度
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
徹

底
。
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。
午
後
７
時

以
降
学
校
に
電
話
を
か
け
な
い
よ

う
保
護
者
に
協
力
依
頼
し
た
。
部

活
動
の
休
日
の
確
保
を
徹
底
し
て

い
る
。
夏
季
休
業
中
に
閉
校
日
を

３
日
設
け
て
い
る
。
モ
デ
ル
校
で

校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
活
用
を
し
て

い
る
。
　
　︵
ま
な
び
推
進
課
長
︶

●
東
田
委
員

Ｑ
　
学
校
給
食
は
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
同
じ
量
で
同
じ
食
事

を
出
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
献
立
は
共
通
で
、中
学
年
３
・

４
年
生
を
標
準
と
し
た
中
で
、
高

学
年
、
低
学
年
は
約
２
割
程
度
プ

ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
形
で
主

食
と
副
食
の
量
を
調
整
し
て
い
る
。

　
　
　︵
教
委
事
務
局
次
長
︶

Ｑ
　
献
立
や
味
付
け
で
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
奈
良
県
産
の
食
材
を
極
力
給

食
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
ま
た
食

材
の
風
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
調

理
し
て
い
る
。︵

教
委
事
務
局
次
長
︶

●
飯
田
委
員

Ｑ
　
各
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
伴
い
、
夏
休
み
期
間
の
短
縮
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。

Ａ
　
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
夏
休
み
期
間
を
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討

中
。
　
　
　
　
　
　
　︵
教
育
長
︶

●
石
津
委
員

Ｑ
　
現
在
、
地
域
包
括
等
で
高
齢

者
の
方
に
長
く
健
康
で
元
気
に
運

転
を
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
は
あ
る
か
。

Ａ
　
現
在
ド
ラ
イ
バ
ー
体
操
と
い

っ
た
よ
う
な
も
の
は
な
い
が
、
中

身
を
十
分
精
査
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。︵
介
護
福
祉
課
付
課
長
︶

QQ ＡＡ

Q QＡＡ

QQ Q ＡＡ

QＡ Ａ

その他の質問事項
議案以外に、市民の方に身近な事柄についても質問を行っています。その主な内容をお伝えします。

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律

※
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経
済
産
業
委
員
会

９月10日

　
従
来
の
通
過
型
観
光
か
ら
滞

在
型
観
光
へ
転
換
を
図
る
た
め
、

ま
た
、
時
期
的
に
仮
称
奈
良
県

国
際
芸
術
家
村
の
開
村
に
向
け

て
ホ
テ
ル
等
の
誘
致
が
行
わ
れ

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

市
内
の
宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
ホ
テ
ル
等
の
事
業
者

に
つ
い
て
、
条
例
の
対
象
と
な

る
事
業
者
の
範
囲
の
拡
大
及
び

支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

企
業
立
地
支
援
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　本会議、各常任委員会及び議会運営委員会が傍聴できます。
　市政への知識を深めることや議会の活動、市の方針などを知ることができますので、傍聴を希望さ
れる方は、本会議や委員会当日、本庁舎６階事務局までお越しください。
　また、団体での傍聴を希望される方は座席の都合上、事前に事務局へお問合わせください。
　なお、本会議のライブ中継及び録画中継は天理市のホームページからご覧いただけますのでご活用
ください。
　　　　　　●問い合わせ　議会事務局　　　　　６３−１００１　内線603

議会を傍聴しませんか

　
大
和
郡
山
市
と
協
議
の
上
、

市
公
共
下
水
道
施
設
を
大
和
郡

山
市
住
民
に
使
用
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
の
３
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

区
域
外
に
お
け
る
公
の
施
設

の
利
用
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

議会へのご意見をお寄せください

   市内１２ヵ所の公民館 （東部 ・ 祝徳 ・ 丹波市 ・

前栽・井戸堂・二階堂・朝和・櫟本・柳本・式上・

福住・山田） に 「議会意見箱」 を設置しています。

議会活動に役立てるため、 皆さんの声を

聞かせてください。
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●
榎
堀
委
員
長

Ｑ
　
市
役
所
最
上
階
は
、
奈
良
盆

地
を
一
望
で
き
る
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
立
地
で
あ
る
。
小
学
生
の
議

場
見
学
や
他
市
の
市
議
会
か
ら
の

行
政
視
察
な
ど
、
様
々
な
方
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
奈
良
県

は
も
と
よ
り
本
市
の
史
跡
や
名
所

を
紹
介
す
る
観
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
素
晴
ら
し
い
提
案
で
あ
る
と

思
う
。
趣
旨
も
踏
ま
え
て
来
年
度

予
算
で
計
上
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。
　
　
　
　︵
副
市
長
︶

●
廣
井
委
員

Ｑ
　
下
ツ
道
下
の
三
ノ
坪
の
上
流

稲
場
町
に
大
型
商
業
施
設
が
開
発

計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
雨
水
排

水
は
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
貯
留

槽
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
排
水

は
ど
こ
へ
放
流
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
　
開
発
申
請
が
今
年
７
月
に
出

さ
れ
、
県
の
許
可
待
ち
で
あ
る
が
、

貯
留
浸
透
槽
、
地
下
貯
留
の
施
設

で
、
現
在
の
大
和
川
浸
水
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
県
の
十
分
な
審
査
が

あ
り
、
計
画
と
し
て
は
嘉
幡
川
へ

自
然
流
下
で
放
流
す
る
計
画
で
あ

る
。
　︵
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
長
︶

Ｑ
　
西
中
学
校
前
の
横
断
歩
道
が

グ
リ
ー
ン
色
に
塗
装
さ
れ
た
が
、

運
転
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
歩
行

者
に
と
っ
て
安
全
な
た
め
、
今
後

も
取
り
組
む
予
定
は
。

Ａ
　
市
の
工
事
で
、
全
国
的
な
対

策
事
例
を
踏
ま
え
て
実
施
し
た
が
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
、
必
要
な
箇

所
に
計
画
し
て
い
き
た
い
。

︵
土
木
課
長
︶

●
今
西
委
員

Ｑ
　
遠
田
池
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ

け
災
害
が
起
き
る
と
非
常
に
危
険

度
が
高
く
な
り
、
い
つ
何
時
水
が

浸
透
し
土
手
が
崩
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
早
急
に
地
元
協
議
と
対
策

を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
砂
が
崩
れ
フ
ェ
ン
ス
が
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、

地
元
へ
杭
と
ロ
ー
プ
の
現
物
支
給

を
し
た
。
10
月
以
降
に
池
の
水
を

落
と
し
、
測
量
・
調
査
に
入
る
予

定
。
　
　
　
　
　
　︵
農
林
課
長
︶

Ｑ
　
環
境
省
調
査
に
よ
る
と
ア
ラ

イ
グ
マ
の
生
息
域
は
10
年
で
３
倍

に
な
り
、
全
国
的
に
繁
殖
し
て
い

る
。
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
生
態

系
へ
の
悪
影
響
や
、
文
化
財
へ
の

被
害
も
あ
る
。
本
市
の
檻
の
数
と

捕
獲
数
は
。
環
境
省
と
も
連
絡
を

と
り
、
捕
獲
数
を
増
や
す
よ
う
対

策
を
お
願
い
す
る
。

Ａ
　
平
成
27
年
37
匹
、
平
成
28
年

41
匹
、
平
成
29
年
52
匹
を
捕
獲
し

た
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の
檻
は
現
状
22

基
あ
り
、
現
在
繁
殖
期
で
あ
る
が
、

在
庫
も
あ
り
、
や
っ
て
い
け
る
状

態
。
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

　
　︵
農
林
課
長
︶

QＡ

Q QＡＡ

QＡ QＡ

その他の質問事項
議案以外に、市民の方に身近な事柄についても質問を行っています。その主な内容をお伝えします。
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総
務
財
政
委
員
会

９月11日

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
４
９
４
万

８
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
平
成
30
年
６
月
に
発
生
し
た
地

　
震
に
よ
る
学
校
施
設
等
に
係
る

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
改
修
工

　
事
費

・
未
就
学
児
に
係
る
医
療
費
助
成

　
に
つ
い
て
、
福
祉
医
療
一
部
負

　
担
金
の
み
支
払
う
現
物
給
付
方

　
式
に
変
更
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

　
ム
改
修
費

・
待
機
児
童
対
策
の
１
つ
と
し
て

　
実
施
す
る
﹁
小
規
模
保
育
事
業

　
所
﹂
２
箇
所
の
設
置
に
対
す
る

　
補
助

・
二
階
堂
地
区
浸
水
対
策
と
し
て

　
流
域
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
に

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
係
る
設
計
業
務
委
託
料

・
市
内
各
公
立
中
学
校
に
加
え
福

　
住
小
学
校
の
普
通
教
室
等
に
空

　
調
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
設

　
計
業
務
委
託
料

・
南
中
学
校
の
老
朽
化
に
伴
う
長

　
寿
命
化
対
策
と
し
て
、
耐
力
度

　
調
査
と
基
本
設
計
の
委
託

・
平
成
30
年
７
月
の
台
風
12
号
に

　
よ
る
災
害
復
旧
事
業
等
を
計
上

　
す
る
増
額
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

○
歳
入
の
主
な
内
容

・
国
庫
支
出
金

・
県
支
出
金

・
市
債
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
第
６
次
市
総
合
計
画
を
策
定

す
る
に
伴
い
、
本
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
総
合
計
画
の
基
本

構
想
を
議
決
事
件
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
市
議
会
議
員
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
た
め
の
ビ

ラ
の
頒
布
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
本
市
の
市
議
会
議
員

の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成

の
公
営
に
関
し
、
所
要
の
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
本
市
の
東
部
山
間
地
域
に
広

が
る
里
山
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
魅
力
を
活
か
し
た
、
地
域
の

振
興
に
関
す
る
活
動
を
推
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

高
原
地
域
振
興
館
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
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●
荻
原
副
委
員
長

Q
　
住
民
投
票
制
度
を
確
立
す
る

こ
と
に
つ
い
て
。

A
　
現
在
の
と
こ
ろ
住
民
投
票
条

例
を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

︵
総
合
政
策
課
長
︶

Q
　
各
種
委
員
会
の
公
募
枠
の
拡

大
に
つ
い
て
。

A
　
今
後
も
幅
広
い
意
見
を
聴
取

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　︵
総
合
政
策
課
長
︶

Q
　
公
民
館
の
利
用
に
関
し
て
市

民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
つ
く
る

こ
と
に
つ
い
て
。

A
　
利
用
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と

は
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

︵
市
民
協
働
推
進
課
長
︶

Q
　
市
庁
舎
の
会
議
室
を
市
民
に

開
放
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

A
　
市
庁
舎
会
議
室
は
貸
し
出
す

余
裕
が
な
い
が
、
市
民
ホ
ー
ル
、

南
側
広
場
は
開
放
し
て
い
る
。

︵
総
務
課
長
︶

●
堀
田
委
員

Q
　
災
害
時
の
避
難
伝
達
方
法
は
。

A
　
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
e
〜
メ
ー

ル
天
理
に
て
早
期
の
情
報
発
信
に

努
め
る
。
区
長
会
長
に
電
話
で
避

難
所
の
開
設
を
連
絡
し
て
い
る
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

Q
　
正
常
性
バ
イ
ア
ス
の
低
下
対

策
は
。

A
　
事
前
防
災
の
継
続
的
な
啓
発

活
動
を
実
施
し
、
人
的
被
害
防
止

を
第
一
に
対
応
す
る
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

要
望
　
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
、

市
の
防
災
の
日
の
設
定
、
消
防
団

操
法
大
会
出
場
団
の
表
彰
等
検
討

す
べ
き
。

要
望
　
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
策
と

し
て
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
を
設
定
す
る

こ
と
。

要
望
　
公
共
交
通
の
課
題
解
決
策

と
し
て
、
国
土
交
通
省
近
畿
運
輸

局
と
連
携
協
定
を
結
び
、﹁
地
域

連
携
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
﹂
の
作
成

へ
の
取
り
組
み
。
情
報
交
換
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
運
航
の
効
率
化

を
図
る
。

●
鳥
山
委
員

Q
　
東
部
山
間
高
原
地
域
で
は
、

昨
年
度
10
月
の
台
風
で
大
変
な
災

害
が
あ
っ
た
。
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
と
い
う
危
険
地

域
・
箇
所
の
特
定
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

A
　
土
砂
災
害
の
区
域
指
定
に
つ

い
て
は
県
が
指
定
を
し
て
い
る
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
、
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
県
情
報
で

平
成
31
年
度
を
め
ど
に
指
定
を
進

め
て
い
る
。
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
市

総
合
防
災
マ
ッ
プ
で
全
戸
配
布
し

て
い
る
。
本
市
で
は
園
原
町
と
竹

之
内
町
が
現
在
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に

指
定
さ
れ
、
こ
の
後
も
順
次
22
の

町
が
指
定
さ
れ
る
予
定
と
、
指
定

が
終
了
後
マ
ッ
プ
の
更
新
等
を
進

め
る
。
　
　
　︵
防
災
安
全
課
長
︶

Q
　
防
災
の
面
か
ら
高
齢
者
の
避

難
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

A
　
市
立
公
民
館
、
公
立
小
中
学

校
な
ど
48
カ
所
を
指
定
避
難
所
と

し
て
設
け
、
公
民
館
か
ら
開
設
し

て
い
る
。
災
害
に
よ
る
人
的
被
害

防
止
を
最
優
先
と
し
、
自
主
避
難

所
の
早
期
開
設
、
避
難
情
報
の
早

期
発
信
で
避
難
し
や
す
い
状
況
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

Q
　
い
ち
ょ
う
号
の
相
互
乗
り
入

れ
で
市
民
の
生
活
圏
交
流
や
利
便

性
の
向
上
は
ど
う
か
。

A
　
乗
降
者
数
は
延
伸
後
に
約
１

０
０
０
人
増
え
て
い
る
。
乗
り
込

み
調
査
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
っ
て
４
月
か
ら
本
格
運
行
に

切
り
か
え
て
い
る
。

　︵
総
合
政
策
課
付
課
長
︶

※
異
常
事
態
に
直
面
し
て
も
正
常
の
範
囲

　
内
だ
と
判
断
す
る
心
理
傾
向
の
こ
と
。

　
災
害
時
、
避
難
や
初
期
対
応
が
遅
れ
る

　
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

QQQQQ ＡＡＡＡ

QＡ Ａ

Q QＡＡ

その他の質問事項
議案以外に、市民の方に身近な事柄についても質問を行っています。その主な内容をお伝えします。

Ａ

要
望

要
望

要
望

Q

※
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決
算
特
別
委
員
会

９月12日

市の「家計簿」を認定しました
平成29年度認定案をチェック

　再開日の９月５日に、平成29年度一般会計決算認定ほか７認定案を審査するため、９人の委

員からなる決算特別委員会を設置し、委員長に三橋議員、副委員長に堀田議員が互選されました。

付託された８認定案については、９月12日、決算特別委員会を開催し、審査しました。

【一般会計】
　・防犯に高い効果のあるドライブレコーダーを公用車に取り付けるよう要望。
　・地籍調査について、今後も計画的に取り組んでいただくよう要望。
　・健康対策について、がん検診の受診率をあげるため、個別通知や啓発等を積極的に行うよう要望。
　・教育キャンプ場の今後のあり方について、福祉団体への貸し出しも含め、効果のある対策を検討するよう
　　要望。
【介護保険特別会計】
　・今後も、介護予防事業に積極的に取り組まれるよう要望。

主な意見・要望事項

決算特別委員会委員

◎三橋　保長　○堀田　佳照　　東田　匡弘

　飯田　和男　　内田　智之　　寺井　正則

　大橋　基之　　石津　雅恵　　鳥山　淳一

　　　　　　　　　　　　　◎…委員長　○…副委員長

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

土 地 区 画 整 理 事 業

特  別  会  計  小  計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

26,762,848

7,741,933

5,369,540

702,733

16,225

414,924

14,245,355

41,008,203

26,330,818

7,544,844

5,166,858

704,072

16,380

385,925

13,818,079

40,148,897

98.4%

97.5%

96.2%

100.2%

101.0%

93.0%

97.0%

97.9%

25,038,528

7,375,975

5,105,134

697,335

16,170

291,490

13,486,104

38,524,632

93.6%

95.3%

95.1%

99.2%

99.7%

70.3%

94.7%

93.9%

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出 収　　　入 支　　　出

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

2,284,011

2,941,830

1,911,657

2,431,371

270,050

488,415

914,148

1,805,713

（千円）
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荻
原
　
文
明
　
議
員

・
国
民
健
康
保
険
減
免
制
度

　
に
つ
い
て
　 

・
子
ど
も
総
合
支
援
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

・
天
理
市
奨
学
金
制
度
に
つ

　
い
て

・
災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ
い

　
て

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に

　
つ
い
て

・
色
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に

　
配
慮
し
た
色
使
い
に
つ
い

　
て

仲
西
　
　
敏
　
議
員

・
財
政
　
　

・
公
民
館
と
教
室

・
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含

　
む
法
改
正
の
対
応
　
　

今
西
　
康
世
　
議
員

・
︿
教
育
分
野
﹀
エ
ビ
デ
ン

　
ス
の
活
用
に
つ
い
て

寺
井
　
正
則
　
議
員

・
災
害
対
策
に
つ
い
て

・
人
口
減
少
社
会
に
ど
う
対

　
応
す
る
か

鳥
山
　
淳
一
　
議
員

・
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
向

　
け
て

一
　
般
　
質
　
問

市民のみなさんの暮らしをより良いものにするため、市に対して質問を行いました。

その主な内容をお伝えします。（11～ 13Ｐ）

こんなことを質問しました

国
保
減
免
基
準
の
拡
充
を

Ｑ
　
医
療
費
一
部
負
担
金
と
保
険

料
の
減
免
基
準
の
拡
充
と
減
免
制

度
の
市
民
へ
の
周
知
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て
。

Ａ
　
国
の
通
知
に
従
い
、
申
請
に

よ
り
一
部
負
担
金
の
減
額
、
免
除
、

徴
収
猶
予
を
定
め
て
い
る
。

︵
く
ら
し
文
化
部
長
︶

子
ど
も
総
合
支
援
条
例
制
定
を

Ｑ
　
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長

を
願
い
、
様
々
な
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
総
合
的
に
進
め
る

た
め
の
条
例
と
子
ど
も
実
態
調
査

の
実
施
が
必
要
。

Ａ
　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
各
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
研
究
し
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

天
理
市
奨
学
金
に
給
付
型
制
度
を

Ｑ
　
奨
学
金
制
度
の
拡
充
と
給
付

型
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

Ａ
　
給
付
型
奨
学
金
制
度
は
国
で

検
討
さ
れ
て
お
り
、
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。
　
　︵
教
育
長
︶

災
害
廃
棄
物
処
置
体
制
の
充
実
を

Ｑ
　
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
作

成
に
市
民
と
専
門
家
の
参
加
を
求

め
る
。

Ａ
　
奈
良
県
の
計
画
を
踏
ま
え
、

本
年
12
月
に
策
定
す
べ
く
取
り
組

ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

学
習
支
援
等
の
実
施
を

Ｑ
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

よ
る
学
習
支
援
等
の
任
意
事
業
の

実
施
を
求
め
る
。

Ａ
　
広
域
就
労
準
備
支
援
事
業
に

全
力
で
取
り
組
み
、
そ
の
他
の
事

業
は
県
、
各
市
町
村
の
動
向
を
見

な
が
ら
研
究
し
た
い
。
　︵
市
長
︶

色
使
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を

Ｑ
　
案
内
板
、
チ
ラ
シ
等
に
色
覚

障
が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
色

使
い
が
必
要
。

Ａ
　
県
の
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用

し
色
弱
者
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン

に
努
め
、
周
知
啓
発
を
進
め
た
い
。

︵
市
長
︶

 国保の医療費一部負担金、保険料の減免拡充を。

QＡQＡQＡ

QＡ Ａ Q QＡ

荻原　文明  議員

一括質問

※一般質問の要旨については、発言した議員が編集しています。
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小
、
中
学
校
の
学
力
、
体
力
、

学
習
意
欲
、
規
範
意
識
の
国
、
県

レ
ベ
ル
か
ら
見
た
天
理
市
の
状
況

と
、
そ
れ
に
関
す
る
分
析
や
エ
ビ

デ
ン
ス
の
読
み
解
き
に
つ
い
て
。

Ａ
　
４
月
全
国
学
力
・
学
習
調
査

の
結
果
全
て
は
全
国
平
均
に
達
し

て
い
な
い
。
記
述
式
正
答
率
が
低

く
国
の
平
均
正
答
率
に
及
ば
な
い

の
が
原
因
。
し
か
し
小
学
校
記
述

式
３
題
の
平
均
正
答
率
等
は
好
転

の
兆
し
あ
り
。
授
業
改
善
、
学
力

向
上
に
努
め
て
い
く
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
研
究
授
業
や
研
究
発
表
、
県

国
の
指
定
研
究
等
を
す
る
こ
と
に

よ
り
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
各
校
授
業
力
向
上
を
目
指
し

計
画
的
に
実
施
。
100
回
近
く
公
開

授
業
を
実
施
し
た
学
校
も
あ
る
が

成
績
に
直
結
し
て
い
な
い
。

︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
国
は
児
童
教
育
の
基
礎
充
実

向
上
を
目
的
に
、
１
件
に
つ
き
300

万
円
を
限
度
に
研
究
助
成
を
行
う

と
し
て
い
る
が
。

Ａ
　
研
究
助
成
は
各
学
校
に
周
知

し
た
い
と
考
え
る
。
　︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
教
育
利
用
の
可
能

性
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
、

利
用
実
績
で
は
、
少
な
い
労
力
で

大
き
な
学
習
成
果
を
生
み
だ
し
、

発
展
的
な
家
庭
学
習
の
可
能
性
も

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ
　
様
々
な
先
行
研
究
に
注
目
し

て
い
く
。
　
　
　
　
　︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
ト
ー
ク
ノ
ー
ト
を
学
校
の
教

育
現
場
へ
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

課
題
改
善
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

Ａ
　
あ
さ
が
く
ノ
ー
ト
、
自
主
学

習
ノ
ー
ト
と
と
も
に
進
め
て
い
く
。

︵
教
育
長
︶

要
望
　
子
供
た
ち
に
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
る
た
め
の
基
礎

知
識
を
し
っ
か
り
つ
け
て
あ
げ
て

ほ
し
い
。
多
様
な
子
供
た
ち
と
粘

り
強
く
向
き
合
っ
て
あ
げ
て
ほ
し

い
。

天理市の子供の教育にこそ、お金を使って！

QQQ ＡＡ

QQ

今西　康世  議員

一括質問

財
政

Ｑ
　
経
年
比
較
と
類
似
団
体
と
の

比
較
で
本
市
の
財
政
状
況
は
。

Ａ
　
財
政
調
整
基
金
残
高
、
経
常

収
支
比
率
、
資
産
の
老
朽
化
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
が
類
似
団
体
と

比
べ
て
高
い
数
字
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
行
政
財
産
の
活
用
と
整
理
。

Ａ
　
未
利
用
財
産
は
基
本
方
針
に

基
づ
き
利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　︵
市
長
︶

Ｑ
　
長
寿
命
化
計
画
で
あ
る
個
別

施
設
計
画
の
策
定
と
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

Ａ
　
計
画
の
不
断
の
見
直
し
を
実

施
し
て
、
適
正
な
配
置
を
実
現
す

る
。
ま
た
、
公
共
施
設
が
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

さ
ら
に
、
近
隣
の
自
治
体
や
県
と

連
携
し
て
、
施
設
の
広
域
連
携
を

図
る
こ
と
も
重
要
。
　
　 

︵
市
長
︶

公
民
館
と
教
室

Ｑ
　
公
民
館
の
現
状
と
課
題
は
。

Ａ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

夜
間
貸
し
館
業
務
の
委
託
等
も
考

え
る
。
公
民
館
運
営
の
外
部
委
託

等
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有

し
た
公
民
館
職
員
は
何
名
か
。

Ａ
　
２
名
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
本
市
は
平
成
８
年
６
月
、
県

で
唯
一
、
生
涯
学
習
都
市
宣
言
を

し
て
い
る
。
法
に
基
づ
く
定
期
講

座
︵
文
化
教
室
︶
を
維
持
し
、
市

民
の
文
化
的
活
動
を
支
え
る
責
任

は
市
行
政
に
あ
る
。

Ａ
　
有
料
講
座
ば
か
り
に
は
し
な

い
。
自
主
的
な
ク
ラ
ブ
は
、
講
師

料
は
ク
ラ
ブ
員
で
負
担
い
た
だ
く

が
、
公
民
館
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
減
免
が
可
能
。
　
　
　︵
市
長
︶

財政規律を踏まえた持続可能な財政運営が求められる。

QＡＡQQＡ

QQ QＡＡ Ａ

仲西　　敏  議員

一問一答

ＡＡＡ要
望
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災
害
対
策
は
万
全
か

Ｑ
　﹁
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂の

運
用
や
、﹁
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
﹂
の
活
用
、
個
別
計
画
の
策

定
な
ど
は
万
全
か
。

Ａ
　﹁
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂は
、

災
害
発
生
時
に
、
罹
災
証
明
書
な

ど
の
発
行
、
義
援
金
や
救
援
物
資

の
管
理
、
被
災
住
居
台
帳
、
避
難

者
情
報
の
管
理
な
ど
の
機
能
を
備

え
て
い
る
。
大
阪
北
部
地
震
で
は
、

罹
災
証
明
発
行
の
対
応
に
混
乱
を

き
た
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
平
常

時
か
ら
研
修
や
訓
練
の
重
要
性
に

鑑
み
、
本
年
７
月
に
、
担
当
職
員

の
操
作
研
修
を
行
っ
た
。﹁
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
﹂
は
、
本
年

３
月
、
避
難
支
援
等
関
係
者
の

方
々
に
配
布
し
た
。
本
市
で
は
名

簿
作
成
と
並
行
し
て
、﹁
個
別
プ

ラ
ン
﹂
と
い
う
個
人
計
画
の
策
定

も
行
っ
て
お
り
、
避
難
支
援
等
関

係
者
へ
名
簿
と
セ
ッ
ト
に
し
て
提

供
を
行
っ
た
。
　
　︵
総
務
部
長
︶

Ｑ
　
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

費
や
改
修
、
軽
量
フ
ェ
ン
ス
な
ど

の
新
設
費
を
助
成
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
支
援
制
度
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
国

や
県
の
動
向
も
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
災
害
時
の
備
蓄
品
に
乳
児
用

液
体
ミ
ル
ク
を
加
え
る
考
え
は
。

Ａ
　
他
自
治
体
の
動
向
も
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

︵
総
務
部
長
︶

人
口
減
少
時
代
に
備
え
て

Ｑ
　
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
、
ス
マ
ー

ト
自
治
体
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

Ａ
　
今
後
、
職
員
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
市
役
所
の
機
能
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、Ａ
Ｉ

な
ど
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

︵
市
長
︶

大規模災害や人口減少社会に備えて！

QＡQ

Q QＡ Ａ Ａ

寺井　正則  議員

一問一答

Ｑ
　
今
後
の
公
立
学
校
耐
震
と
老

朽
化
等
劣
化
対
策
、
教
育
環
境
整

備
の
方
針
に
つ
い
て
。

Ａ
　
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
は
平

成
18
年
度
か
ら
年
次
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
南
・
北
中
学
校
に
つ

い
て
は
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策

定
し
、
南
中
は
平
成
33
年
度
の
事

業
完
成
。
ま
た
、
劣
化
状
況
調
査

を
行
い
、
施
設
の
機
能
、
性
能
を

確
保
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
を
進
め
る
。
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
公
立
学
校
で
ト
イ
レ
の
洋
式

化
や
ト
イ
レ
環
境
整
備
が
課
題
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

Ａ
　
各
階
に
１
カ
所
ず
つ
洋
式
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
。
財
政
面

を
考
慮
し
乾
式
化
と
洋
式
化
を
課

題
と
し
て
対
応
し
た
い
。︵
市
長
︶

要
望
　
二
階
堂
小
学
校
等
ト
イ
レ

環
境
が
悪
い
学
校
を
調
査
し
、
教

育
環
境
の
向
上
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
　
本
市
の
障
害
者
雇
用
推
進
や

就
労
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
﹁
収
入

が
少
な
い
﹂
等
の
課
題
が
あ
る
と

認
識
。
市
の
就
労
相
談
は
、﹁
な

ら
東
和
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
﹂
や
﹁
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
﹂
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
生
か
し

た
働
き
方
支
援
と
し
て
研
修
会
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
中
小
企
業
へ
の
支
援
は
。

Ａ
　
市
内
金
融
機
関
を
通
じ
て
の

事
業
資
金
融
資
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー

や
実
験
店
舗
を
用
意
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
等
を
行
う
創

業
支
援
、
国
の
施
策
を
受
け
た
設

備
投
資
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
中

小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
の
た
め

商
工
会
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て

い
き
た
い
。
　︵
環
境
経
済
部
長
︶

がんばれ！天理！

QQQ ＡＡＡ

Q

鳥山　淳一  議員

一問一答

Ａ

要
望
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決　　議

こんなことが決まりました

・29年度決算に基づく天理市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について　　・損害賠償の専決処分の報告について

・専決処分の承認を求めることについて　　　　　

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

・教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

・30年度一般会計補正予算　　・30年度介護保険特別会計補正予算　　・30年度後期高齢者医療特別会計補正予算

・議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正について　

・市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部改正について

・高原地域振興館条例の制定について

・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

・包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の一部改正について

・企業立地支援条例の一部改正について　・土地の取得について　・区域外における公の施設の利用に関する協議について

・29年度一般会計決算認定　　・29年度国民健康保険特別会計決算認定　　・29年度介護保険特別会計決算認定　

・29年度後期高齢者医療特別会計決算認定　　・29年度住宅新築資金等貸付金特別会計決算認定　　

・29年度土地区画整理事業特別会計決算認定　　・29年度水道事業会計決算認定について

・29年度下水道事業会計決算認定

全員賛成で可決した議案

意見が分かれた議案

報　告
承認案
諮問案
同意案
議　案

認定案

決議案

荻原議員：万国博覧会の理念に反対しているわけではないが、刑法で禁じる賭博であるIR・カジノとセットの夢洲万博は開催
　　　　　するべきではない。

反対討論
賛成…○・反対…× ※議長は表決に加わりません

石
津
　
雅
恵

荻
原
　
文
明

寺
井
　
正
則

榎
堀
　
秀
樹

岡
部
　
哲
雄

加
藤
嘉
久
次

中
西
　
一
喜

大
橋
　
基
之

堀
田
　
佳
照

東
田
　
匡
弘

市
本
　
貴
志

三
橋
　
保
長

廣
井
　
洋
司

内
田
　
智
之

飯
田
　
和
男

今
西
　
康
世

仲
西
　
　
敏

鳥
山
　
淳
一

会　　　派 清 　 　 　 風 　 　 　 会創　　　生 無　　　会　　　派

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 　

結
　
果

議　員

議　案

議
長

可
決発 議 案 第３号

2025年国際博覧会の誘致に関する決議

　2025年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一体
となって開催することは、新たな産業や観光のイノベーションが期待できるなど、大きな経済効
果をもたらすとともに、全世界に向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大きな意
義がある。
　また、このような国際博覧会の開催は、天理市の素晴らしさを世界の人々に感じていただく機
会となるものであり、産業振興や観光文化交流等を促進するとともに、住民の生活向上にも寄与
することが期待できる。
　よって、天理市議会は、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実現
に向けた国内機運の醸成など、2025日本万国博覧会誘致委員会の誘致活動に支援、協力するも
のである。

・第３号　2025年国際博覧会の誘致に関する決議について
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● 議会活動報告 ●

山の辺小学校の３年生が市議会の議場見学
に訪れました。市議会の仕事について説明
を聞き、その後は、元気よく手をあげて、
大きな声で質問をしていました。

委員会先進地視察

「コミュニティスクール」（神奈川県厚木市）、「障害者スポーツ文化センター横浜ラポール」
（神奈川県横浜市）、「健康・予防日本一のまち藤枝づくりに向けたふじえだプロジェクト」
（静岡県藤枝市）について委員会視察を行いました。

●文教厚生委員会（10月９日〜11日）

「交通まちづくり」（愛知県豊田市）、「女性目線の災害対策・ドローン飛行隊」（愛知県豊
橋市）について委員会視察を行いました。

●総務財政員会（10月９日・10日）

▲厚木市：視察の様子 ▲横浜市：横浜ラポール現地視察の様子

▲豊田市：視察の様子 ▲豊橋市：議場にて

＊山の辺小学校議場見学＊
（10月31日）



議会をスマートフォンで見られます

●12月 ４ 日（火）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議開会
●12月 ６ 日（木）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開
〇12月 ７ 日（金）９時30分　文教厚生委員会
〇12月10日（月）９時30分　経済産業委員会
〇12月11日（火）９時30分　総務財政委員会
●12月13日（木）
　 ９ 時00分　議会運営委員会
　10時00分　本会議再開　※代表・一般質問
●12月14日（金）
　10時00分　本会議再開　※一般質問
●12月18日（火）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開

土金木水火月日

平成30年第３回天理市議会定例会
本会議・委員会日程

12月
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議会広報編集委員会

委 員 長　　飯　田　和　男

委　　員　　市　本　貴　志

委　　員　　石　津　雅　恵 

副委員長　　内　田　智　之

委　　員　　中　西　一　喜

委　　員　　鳥　山　淳　一

本会議のライブ中継及び録画中継を、

天理市ホームページからご覧いただけます。

またお手持ちのスマートフォンからもご覧いただける

ようになりました。

右のＱＲコードからアクセスしてご利用ください。 　
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